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清流通信　四万十川物語

■絶景！四万十のホタル
　
　
　5 月 28 日、高知地方気象台は四
国地方が梅雨入りしたと発表しまし
た。どんよりとしたお天気でむしむ
しと暑い日が続くこの季節ですが、
四万十川流域ではこの時期にしか見
られない、とっても幻想的な光景を
見ることができます。それは川辺で
暮らすホタルたちの乱舞です。四万
十川流域では各地でたくさんのホタ
ルを見ることができますが、中でも
有名なのが下津井のホタル。週末に
もなると東京など遠方から観光客が
訪れるほど、全国的にも有名なス
ポットです。

　四万十町下津井は大正から梼原川
を上流に進んだところにある、ひっ
そりとした集落です。少し辺鄙なと
ころにあるこの集落ですが、日が落

ちて空もだいぶ暗くなってきた夜 7
時頃、ホタルを目当てに多くの観光
客が河原に集まります。下津井のホ
タルの特徴は何と言っても遊覧船に
乗って川からホタルを観賞できるこ
と。遊覧船で川をおよそ 5 ㎞ほど
下ったところが最大の絶景スポット
で、300 ～ 400ｍの間、川岸に茂る
草木のあたりでたくさんのホタルが
光を放ちます。満天の星空のもと、
外灯もない真っ暗な川から眺めるホ
タルの乱舞はまさに神秘的で、水面
に映るホタルの光もあいまってとて
もきれいです。
　一時期は数がかなり減ったという
下津井のホタルですが、地元の方が
毎年草の手入れ等、蛍が棲みやすい
環境を取り戻すべく活動したおかげ
で、今ではだいぶ回復しているそう
です。地元の方の話では、ホタルだ
けでなくヘラブナやアメゴも減っ

た、そして何より川の水が濁ったと
いうことで、川の環境は悪化してお
り、まだまだ問題を抱えているのが
現状です。地域住民、行政が一体と
なって、川の環境の改善に向けて努
力を続けていかなければならないこ
とは言うまでもありません。

　下津井で見ることができるホタル
は、ゲンジボタル、ヘイケボタル、
ヒメボタルの 3 種類。5 月後半から
6 月 20 日辺りまでの間、晴れたむ
しむしとした気温の高い日にきれい
なホタルの乱舞を見ることができま
す。雨の日や寒い日、風が強い日に
はなかなか元気な姿を見ることがで
きないそうです。今年はシーズンが
ほぼ終わってしまいましたが、一度
は見ていただきたいこの時期ならで
はの絶景です。

■下津井のホタル



　

イベント情報

　
　下津井ホタル遊覧船

　【集合場所】四万十町下津井　西村旅館近くの河原
　【集合時間】19:00 まで
　【所要時間】　約 2時間（19:00 頃出発）
　【運行期間】　6月 20日頃まで
　【料　　金】大人：2000 円、小学生 :1000 円、乳幼児無料
　【予　　約】　四万十町観光協会
　　　　　　　TEL:0880-29-6004（8:30 ～ 17：15）
　　　　　　　※要予約
 　　　　　　   ※所要時間や運行期間などの詳細は
　　　　　　　　お問い合わせのうえご確認ください。

■　あぐりでひんやり夏祭り二〇一八

　7月 8日（日）に四万十町窪川の道の駅あぐり窪川で夏
祭りが開催されます。今回は道の駅あぐり窪川に高知県内
のアイスが大集合！高知の熱～い夏を冷たいアイスクリー
ムで楽しみましょう！その他にも鮎の塩焼きやブルーベ
リーなど、美味しい四万十グルメを楽しむことも出来ます。
　私たち四万十川財団もイベントに参加しますので、是非
遊びにいらしてください。

　
　四万十川流域市町には下津井以外にも沢山のホタルが
飛ぶ絶景スポットがあります。津野町の力石地区では、
小川沿いにたくさんのホタルが乱舞し、田んぼに映った
ホタルの光など幻想的な景色を楽しむことができます。
小川沿いの道路からホタルを見ることができるため、ホ
タルとの距離もかなり近く、こちらもおススメのスポッ
トです。

■　その他のスポット

↑船着き場

【開催日】平成 30年 7月 8日（日）
【場　所】道の駅あぐり窪川
【時　間】10時～ 15時
【問合せ】道の駅あぐり窪川
　　　　　TEL : 0880-22-8848
【アクセス】高知自動車道四万十町中央 IC よりすぐ

↑ツアーの後、コップに入れたホタルを
　見せてくれました。


